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めめめめ にじじはは

この本は，教科書で学ぶ基本的知識と入試に向けた実践的学習を結びつけ

るための問題集です．入試問題は教科書からすればかなり高度に見えます

が，教科書以上の知識が必要なわけではありません．必要なのは，教科書に

ある重要事項の意味を正確に理解し，それを具体的に応用し，論理的に発展

させる力です．こうした力をつけるためにまず必要なことは，教科書にある

重要事項がどのような意味をもち，どのように関係しあっているかを，基本

的な問題の解法のなかでしっかりと理解することです．そして，「問題」を解

くにあたって，何が大切であったかを言葉にしてみたり，定式化してみるこ

とが重要です．BASICと言っていますが，少し難しく感じるところがある

かもしれません．基本と実践の間に橋を渡すときには，ある種の難しさを感

じながらも，それに動じることなく，前へ前へと進んでいく大胆さも大事で

はないでしょうか．この問題集はそれほど厚くありませんが，公式の成り立

ちを理解するうえで必要なことはできるだけのせてあります．はじめは各分

野の全体像を大ざっぱにつかむことが大切です．まずは，この本のなかで完

結している論理的な方法を身につけるようにしてください．そのために，こ

の本の例題にくりかえし立ちかえり，ねばり強く考える力を養ってくださ

い．

この問題集ができるまでにたくさんの方々のお世話になりました．当初議

論に加わり貴重なご意見をいただいた手島史夫先生，原稿に目を通し有益な

コメントをいただいた小沢英雄先生，改訂に際して当を得たご助言をいただ

いた齋藤大成先生，ありがとうございました．多大なご苦労をおかけした文

庫編集部の方々，はじめは，松永正則さん，大坂美緒さん，中越邁さん，そ

して，改訂に際して，加藤達也さん，林拓実さん，前橋桂介さん，ありがと

うございました．そして，折々に著者の疑問に付き合ってくれた多くの先生

方，職員の方々に感謝申し上げます．

著者を代表して    桐山宣雄
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本書の特長と利用法本書の特長と利用法

実際の使い方としては

 まず　　　を解いてみてください．

 それから解答を確認し，自分の今いる地点（実力）を確認してください．

（問題は解けたか．言葉の意味は知っていたか，公式は覚えていたか，

公式は使えたか，計算はできたか，などなど．）

 例題が解けず，解答を読んだものについては，間をあけず復習問題を紙

の上で解いてみてください．（そのため多くの復習問題は例題と同程度

の類題にとどめてあります．） 真似て解いてみることも基礎を定着させ

るにはとても大切なことです．

 疑問がわいたら，計算については傍注，理論的な事については 　　　

を見ること．公式は基礎として重要な定理はおおよそのせてあります．

必要に応じて，概念の約束である定義も傍注や公式の中にちりばめてお

きました．（より詳しい説明が知りたくなったら，面倒がらずに教科書

等に戻ってください．）

　　　　 は推論の仕方を思い出しやすいように，みじかい言葉（こうい

う時はこう考えるという図式）で示したものです．各自，自分なりの言

葉でやり方を整理するのもいいでしょう．

数学においては，理論のもつ意味に注意しながら，論理的思考力と思考の

柔軟性を養うことが大切です．そのために，この問題集で基礎を確認し，そ

こから，さらなる実戦的な問題に挑戦し，つねに未知なる世界をめざしてほ

しいと思います．その途上でくりかえし立ち返る土台として，この問題集を

使っていただければさいわいです．

1 例題

2

3

4

5 シシェェ➡➡ママ
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⑶は次のようにしてもよい．
x6-1=(x2 )3-1=(x2-1){(x2 )2+x2+1}

=(x+1)(x-1)(x4+x2+1)=(x+1)(x-1){(x2+1)2-x2}

=(x+1)(x-1){(x2+1)+x}{(x2+1)-x}

=(x+1)(x-1)(x2+x+1)(x2-x+1)

⑴　(3x+2)3=(3x)3+3(3x)2q2+3(3x)q22+23

=27x3+54x2+36x+8

⑵　8x3+125y3=(2x)3+(5y)3

={(2x)+(5y)}{(2x)2-(2x)(5y)+(5y)2 }

=(2x+5y)(4x2-10xy+25y2 )

⑶　x6-1=(x3 )2-1
=(x3+1)(x3-1)

=(x+1)(x2-x+1)(x-1)(x2+x+1)

⑴　(3x+2)3を展開せよ．
⑵　8x3+125y3を因数分解せよ．
⑶　x6-1を因数分解せよ．

例題 001 3次式の展開，因数分解

3次式　 　G (rfq)3r3fq3 
の形とみなす

⑴　(3x3-4)3を展開せよ． ⑵　(2x+3y)(4x2-6xy+9y2 )を展開せよ．
⑶　a6-64b9を因数分解せよ． ⑷　x6-7x3-8を因数分解せよ．

001復習

解

シェ➡マ

《3次の展開公式》　　　　　(a+b)3=a3+3a2b+3ab2+b3

(a-b)3=a3-3a2b+3ab2-b3

《3次の因数分解公式》　　　a3+b3=(a+b)(a2-ab+b2 )
a3-b3=(a-b)(a2+ab+b2 )
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複
素
数
と

方
程
式
・

式
と
証
明

⑴　(3x+2)6の展開式の一般項は　6Cr(3x)
6-r2 r　( r=0，1，2，…，6 )

つまり，6Cr 2 r36-rx6-rであるから，x4の項となるのは　6-r=4　e r=2
よって，x4の係数は　6C2 2

2q36-2=15q4q81=4860

⑵　A2x2+ 1 x B
8

の展開式の一般項は　8Cr( 2x
2 )8-rA 1 x B

r

　( r=0，1，2，…，8 )

つまり，8Cr 2
8-rx16-3rであるから，xの項となるのは　16-3r=1　e r=5

よって，xの係数は　8C5 2
8-5=8C3 2

3=
8q7q6
 3q2q1

q8=448

⑶　(a+b+c)7={(a+b)+c}7より，(a+b+c)7の展開式のそれぞれの項は

7Cr(a+b)
7-rc r　( r=0，1，2，…，7 )　…①

をさらに展開して得られる．a3b2c2の項は，cの 2乗の項なので，r=2のときの①の展
開式の一つの項である．このとき，①は 7C2(a+b)5c2…② であり，このうち (a+b)5

の展開式の一般項は 5Cka
5-kbk ( k=0，1，…，5 )であるから，②の展開式の一般項は

7C2(5Cka
5-kbk )c2である．つまり，7C2q5Cka

5-kbkc2であるから，a3b2c2の項はこのうち
の k=2のときで，a3b2c2の係数は　7C2q5C2=210

⑴　(3x+2)6の展開式で x4の係数を求めよ．

⑵　A2x2+ 1 x B
8

の展開式で xの係数を求めよ．

⑶　(a+b+c)7を展開したときの a3b2c2の係数を求めよ．

例題 002 二項定理とその応用

(a+b)nの展開式　 　一般項は nCr a
n-r b r　(r=0，1，2，…，n)

次の項の係数を求めよ．

⑴　(2x2-3)8の x6　　⑵　A3x3- 2 x2 B
7

の x　　⑶　A1+ 2 x +x2B
8

の定数項

⑶は次のように考えることもできる．(a+b+c)7=(a+b+c)(a+b+c)… (a+b+c)を展開し
たとき，a3b2c2の項は 7個の因数のうち，3個から a，2個から b，2個から cをとり出すことに
よって得られる．このとり出し方は，aを 3個，bを 2個，cを 2個並べる方法と同じだけあり，
7!

 3!2!2!
=210通りである．a3b2c2の項がこれだけあることになり，これが a3b2c2の係数である．

一般に，(a+b+c)nの展開式の一般項は n!

 p!q!r!
apbqcr (p+q+r=n)である．

《二項定理》　(a+b)n=nC0an+nC1a n-1b+nC2a n-2b2+…
…+nCra

n-rbr+…+nCn-1abn-1+nCnbn

解

シェ➡マ

002復習
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指
数
関
数
と

対
数
関
数

《指数法則》　 am q an=am+n　 am

 an
=am-n　 (am )n=amn　 (ab)n=an bn　 A a b B

n

=
an

 bn

《累乗根の定義》　xn=a (nは自然数 )x(＊)をみたす（n乗すると aになる）xを aのn乗根と
いう．正の数 aに対して，(＊)をみたす正の数 xはただ 1つ定まり，これを nia で表す．こ
のとき，(＊)の解は，nが奇数のとき，nia だけであり，nが偶数のとき，fnia である．ま
た，負の数 aに対して，nが奇数のとき，(＊)をみたす負の数 xはただ 1つ定まり，これを
nia で表す．このとき，(＊)の解は nia だけであり，nが偶数のとき，解はない．

《指数の拡張》　aC0で，nが正の整数のとき，a0=1,a-n= 1
 an
と定める．

a>0で，m,nが正の整数，rが正の有理数のとき，a
m
 n
=niam,a-r= 1 ar と定める．

例題 054 累乗の計算

⑴　次の式を計算せよ．ただし，a>0とする．

ⅰ　6i8+4i4-i8　　ⅱ　4i16/3i-8　　ⅲ　ja 3ia 4ia
⑵　a2x=3のとき，

ax+a-x

 a3x+a-3x
の値を求めよ．ただし，a>0とする．

⑴　ⅰ　（与式)=6i23+4i22-i23=2
3
 6+2

2
 4-2

3
 2

=i2+i2-2i2=0

ⅱ　(与式)=4i24/3i(-2)3=2
4
 4/(-2)

3
 3=2/(-2)=-1

ⅲ　(与式)=jaq 3jaqa 1 4 =jaq 3ja 5 4 =jaqa 5 12=ja17 12=a17 24
⑵　(与式)= ax+a-x

(ax+a-x)(a2x-ax q a-x+a-2x )

=
1

 a2x-1+a-2x
=

1

 3-1+
1
 3

=
3

 7

解

niAm と kiB l の計算　 　底をそろえて
riC q (C

q
 r )の形にそろえる

シェ➡マ

054復習

i は 2i と同じ．

ax=A,a-x=Bとすると
(分母)=a3x+a-3x

=A3+B3

=(A+B)(A2-AB+B2)

⑴　次の式を計算せよ．

ⅰ　3i24-3i3+3i-81　　ⅱ　4
2
 3/24

1
 3*18

2
 3

⑵　a2x=5のとき，
ax-a-x

 a3x-a-3x
の値を求めよ．ただし，a>0とする．

　i3，3i5，4i7，6i19 を小さい方から順に並べよ．また，2105，360，545ではどうか．
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⑴　　(与式)⇔ (3x )2-3xq31-54=0
3x=Xとおくと

X2-3X-54=0　e (X-9)(X+6)=0
X>0より　X=9　e 3x=32　e x=2

⑵　　　　(与式)⇔ A 1 2 B
2x

-3A 1 2 B
x

-4o0

A 1 2 B
x

=Xとおくと

X2-3X-4o0　e (X-4)(X+1)o0

X>0より　0<Xo4　e 0<A 1 2 B
x

oA 1 2 B
-2

底が 1
 2
(<1)であるから　xp-2

⑶　　　　(与式)⇔ (ax )2+ax-2>0
ax=Xとおくと

X2+X-2>0　e (X+2)(X-1)>0
X>0より

X>1　e ax>1(=a0 )

よって　G0<a<1のとき x<0a>1のとき x>0

例題 055 指数方程式・不等式

pa2x+qax+r　 　ax=XとおくとXの 2次式

⑴　8x+1-17・4x+2x+1=0を解け．　　⑵　 1
 27x-1

<
1
 9x
を解け．

⑶　a2x+1-ax+2-ax-1+1<0 (a>0，aC1)を解け．

055復習

解

シェ➡マ

次の方程式・不等式を解け．
⑴　32x-3x+1-54=0

⑵　 1
 4x
-3A 1 2 Bx-4o0

⑶　a2x+ax-2>0 (a>0,aC1)

《指数方程式・不等式の変形》　aA=aB　　⇔　　A=B

aA>aB　　⇔　　GA>B (a>1)A<B (0<a<1) 
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⑴　正六角形A B C D E Fの中心をOとすると
 A O= A B+ A F

よって　 A C= A B+ A O= A B+( A B+ A F)=2 A B+ A F

⑵　 A D=2 A O=2( A B+ A F)=2 A B+2 A F

⑶　 D B= A B- A D= A B-(2 A B+2 A F)=- A B-2 A F

⑷　⑴より　 A C=2 A B+ A F…①

⑶より　 D B=- A B-2 A F…②
1
 3
(2*①+②)より　 1

 3
(2 A C+ D B)= A B　e  A B=

2

 3
 A C+

1

3
 D B

例題 119 ベクトルの演算

2つのベクトルの和　 　始点をそろえて平行四辺形を作る
or 始点と終点を一致させる

半径 1の円に内接する正八角形A B C D E F G Hにおいて， A B= a， A H= b とおく．

⑴　ベクトル  a- b， a+ b の大きさを求めよ．

⑵　ベクトル  A E, A D を  a, b を用いて表せ．

⑶　 a を  A E, A D を用いて表せ．

119復習

解

シェ➡マ

図の正六角形A B C D E Fにおいて
⑴　 A C を  A B と  A F で表せ．
⑵　 A D を  A B と  A F で表せ．
⑶　 D B を  A B と  A F で表せ．
⑷　 A B を  A C と  D B で表せ． A

F

E D

C

B

A

F

E D

C

B

O

⑵より．

O

A B

C

BA

A

Bm>0
ma

a m_a ¦

O

A

O

B

m<0

ma

a

_a ¦(-m)

《ベクトルの演算》

(和)　 O B= O A+ A B　　(差)　 A B= O B- O A

 O B= O A+ O C 　　(実数倍)　 O B=m O A

《ベクトルの平行》　 aC 0, bC 0 のとき

 az b ⇔  b=k a となる実数 kがある



ベ
ク
ト
ル

§８　ベクトル 127

《内分点の位置ベクトル》　A Bをm:nに内分する点をPとすると

 O P=
n O A+m O B

 m+n

例題 120 一直線上にある 3点

qO A Bにおいて，辺 O Aを 3 :2に内分する点を P，辺A Bを 1 :3に内分する
点をQ，辺B Oを 2 :1に外分する点をRとする．
⑴　 P Q を  O A， O B を用いて表せ．
⑵　3点P，Q，Rは一直線上にあることを示せ．

⑴　点Pは辺O Aを 3 :2に内分する点であるから

 O P=
3
 3+2

 O A=
3
 5
 O A

点Qは辺A Bを 1 :3に内分する点であるから

 O Q=
3 O A+ O B

 1+3
=
1
 4
(3 O A+ O B)

よって　 P Q= O Q- O P=A 3 4  O A+ 1 4  O BB- 3 5  O A= 3 20  O A+ 1 4  O B…①
⑵　点Rは辺B Oを 2 :1に外分する点であるから　 O R=- O B

よって　 P R= O R- O P=- O B- 3
 5
 O A=

-1
 5
(3 O A+5 O B)…②

また，①より　 P Q= 1
 20
(3 O A+5 O B)

これと②より， P R=-4 P Q と表せるから，3点P，Q，Rは一直線上にある． 終

解

3点P，Q，Rは同一直線上　 　 P Rz P Q より  P R=t P Q と表せる
シェ➡マ

qA B Cにおいて，辺 B Cを 1 :2に内分する点を P，辺 A Cを 3 :1に内分する点を Q，
辺A Bを 6 :1に外分する点をRとする．
⑴　ベクトル  A P， A Q， A Rを  A B， A C で表せ．
⑵　3点P，Q，Rは一直線上にあることを示せ．

120復習

O

R

B

Q

P
A

 P R を  O A,
 O B で表す．
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§１複素数と方程式・式と証明
001
⑴　(3x3-4)3

=(3x3)3-3(3x3)2q4+3(3x3)q42-43

=27x9-108x6+144x3-64

⑵　(2x+3y)(4x2-6xy+9y2)
=(2x+3y){(2x)2-(2x)(3y)+(3y)2}

=(2x)3+(3y)3=8x3+27y3

⑶　a6-64b9=(a2)3-(4b3)3

=(a2-4b3){(a2)2+(a2)(4b3)+(4b3)2}

=(a2-4b3)(a4+4a2b3+16b6 )

⑷　x6-7x3-8=(x3-8)(x3+1)
=(x3-23)(x3+13)

=(x-2)(x2+2x+4)(x+1)(x2-x+1)

002
⑴　(2x2-3)8の展開式の一般項は

8Cr (2x
2)8-r(-3)r　(r=0，1，2，…，8)

つまり　8Cr 2
8-r(-3)rx16-2r

と表せる．このうち x6の項となる rは
16-2r=6　e�r=5

よって，x6の係数は
8C5 2

8-5(-3)5=-8C3 2
3q35

=-
8q7q6

�3q2q1
q23q35=-108864

⑵　A3x3- 2�x2B
7

の展開式の一般項は

7Cr (3x
3)7-rA- 2�x2B

r

　(r=0，1，2，x，7)

つまり，
7Cr 3

7-r(-2)rx21-5r

と表せるので，xの項となる rは
21-5r=1　e�r=4

よって，xの係数は

7C4 3
7-4(-2)4=

7q6q5

�3q2q1
q33q24=15120

⑶　A1+ 2�x +x2B
8

=G1+A 2�x +x2BH
8

の展開式

の一般項は

8Cr 1
8-rA 2�x +x2B

r

　(r=0，1，2，…，8)

さらに，A 2�x +x2B
r

の展開式の一般項は

rCkA 2�x Br-k(x2)k=rCk2
r-kq

x2k

�xr-k

=rCk2
r-kx3k-r

(k=0，1，2，…，r)
であるから　8CrqrCkq2

r-kx3k-r

このうち定数項となるのは
3k-r=0　e�3k=r

r=0，1，2，…，8より　r=0，3，6
e�(r，k)=(0，0)，(3，1)，(6，2)
係数はそれぞれ 8CrqrCkq2

r-kで与えられるの
で，定数項は

8C0+8C3q3C1q2
3-1+8C6q6C2q2

6-2

=1+
8q7q6
�3q2q1

q3q22+
8q7
�2q1
q
6q5
�2q1
q24

=1+672+6720=7393

003
二項定理より
(1+x)n=nC0q1

n+nC1q1
n-1qx+nC2q1

n-2qx2

+…+nCn-2q1
2qxn-2+nCn-1q1

1qxn-1

+nCnqx
n…①

⑴　①に x=-1を代入すると
nC0-nC1+nC2-…+(-1)nnCn=0� 終

⑵　①に x=2を代入すると
nC0+nC1q2+nC2q2

2+…+nCnq2
n=3n

⑶　　nCr=
n!

�r!(n-r)!

n-1Cr+n-1Cr-1

=
(n-1)!

�r!(n-1-r)!
+

(n-1)!

�(r-1)!(n-r)!

=
(n-1)!

�(r-1)!(n-1-r)! A 1�r + 1

�n-rB
=

(n-1)!

�(r-1)! (n-1-r)!
q

n

�r(n-r)

=
n!

�r!(n-r)!

よって　nCr=n-1Cr+n-1Cr-1� 終

異なる n個のものから r個をとり出し
て作る組（総数は nC r）は，次のように作るこ
ともできる．まず，n個のものから特定の 1
個（これをAとする）をとり出す．r個の組が
Aを含むとき，A以外の n-1個から r-1
個をとり出し，Aを含まないとき，A以外
のn-1個から r個をとり出す．このように
すれば，題意をみたす r個の組が過不足なく
作れる．よって　nCr=n-1Cr+n-1Cr-1� 終
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=-2i10n(h+a)+12
ただし，aは

oa=
1

�i10
，na=

3

�i10
�A0<a<+ p�2 Bを

みたす定角である．
aoh+a<2p+aより，
n(h+a)=-1のとき
最大値　2i10+12

n(h+a)=1のとき
最小値　-2i10+12

§４指数関数と対数関数
054
⑴　ⅰ　(与式)=i23q33 -i33 -i343

=2i33 -i33 -3i33

=-2i33

ⅱ　(与式)=(22)
2

�3/(23q3)
1

�3*(2q32)
2

�3

=2
4

�3/(2q3
1

�3 )*(2
2

�3q3
4

�3 )

=2
4

�3
-1+

2

�3*3
-
1

�3
+
4

�3

=2*3

=6

⑵　(与式)= ax-a-x

�(ax)3-(a-x)3

=
ax-a-x

�(ax-a-x)(a2x+axqa-x+a-2x)

=
1

�a2x+1+a-2x

=
1

�5+1+
1

�5

=
5

 31

　(i3)12=(3
1

�2 )12=36=729

(i53 )12=(5
1

�3 )12=54=625

(i74 )12=(7
1

�4 )12=73=343

(i196 )12=(19
1

6 )12=192=361

より　(i74 )12<(i196 )12<(i53 )12<(i3)12

x12 (x>0)は単調増加関数なので
i74 <i196 <i53 <i3

また，105，60，45の最大公約数は 15であ

ることに注意して

(2105)
1

�15=27=128

(360)
1

�15=34=81

(545)
1

�15=53=125

より　(360)
1

�15<(545)
1

�15<(2105)
1

�15

x
1

�15 は単調増加関数なので
360<545<2105

055
⑴　　(与式)⇔ (23)x+1-17q(22)x+2q2x=0

23q23x-17q22x+2q2x=0

2x=Xとおくと
8X3-17X2+2X=0

e�X(X-2)(8X-1)=0

X>0より　X=2, 1
�8
　e�2x=2,2-3

e�x=1,-3

⑵　(与式)⇔ 1

�(33)x-1
<
1

�(32)x
⇔ A 1�3 B

3x-3

<A 1�3 B
2x

底が 1

�3
(<1)であるから

3x-3>2x　e�x>3

⑶　　(与式)⇔ aq(ax)2-a2qax- 1
�a
qax+1<0

ax=Xとおくと (X>0)

aX2-a2X-
1

�a
X+1<0

a2X2-(a3+1)X+a<0

e�(X-a)(a2X-1)<0

ⅰ　0<a<1のとき

a<X<
1

�a2
　e�a<ax<a-2

a<1より　1>x>-2　e�-2<x<1
ⅱ　a>1のとき

1

�a2
<X<a　e�a-2<ax<a

a>1より　-2<x<1
ⅰ，ⅱより　-2<x<1

056

⑴　(与式)=q5i2+q5A25�12B
1

�2
+q5A 1�i6 B-1
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標本比率をRとすると，母比率 pに対する信
頼度 95%の信頼区間は

MR-1.96jR(1-R)�n
，R+1.96jR(1-R)�n

�N
である．この信頼区間の幅は

2*1.96jR(1-R)�n
�

信頼区間の幅が 4%以下となる条件は

2*1.96jR(1-R)�n
�o0.04…①

賛成者の比率が 80%と予想されるとき，p=0.8
であるが，Rは pの近似値としてよいから，
R=0.8として代入すると，①は

2*1.96j 0.8*0.2�n
�o0.04

e�inp39.2　e�np1536.64
よって，1537人以上抽出すればよい．

117
白球と黒球の割合は同じであるという仮説を
立てる．400個の球を無作為に取り出したとき
に，白球が取り出される個数をX個とすると，

仮説より，Xは二項分布BA400，1�2 Bに従うの
で，近似的に正規分布

NA400* 1�2，400* 1�2 * 1�2 B，つまりN(200，102)
に従う．

Z=
X-200

�10
とおくと，Zは標準正規分布

N(0，1)に従う．有意水準は 5%であり，正規
分布表の p(u)=0.5-0.025=0.475のときのuの
値は u=1.96であるから，_Z¦p1.96が棄却域
である．X=222に対する Zの値は Z=2.2で，
これは棄却域に入るので，仮説は棄却される．
よって，有意水準 5%で，白球と黒球の割合は
異なると判断してよい．

118
新しい薬の副作用の発生する割合を p%とする．
p=10という仮説を立てる．このとき 400人の
患者のうち，副作用の発生した患者の数をXと
すると，Xは二項分布 B(400，0.1)に従うので，
近似的に正規分布N(400*0.1，400*0.1*0.9)，
つまりN(40，62)に従うとしてよい．

したがって，Z=X-40
�6

とおくと，Zは標準

正規分布N(0，1)に従う．
ここで，P(Zpu)=0.95となるuを求める．

P(Zpu)=0.95

z�P(uoZo0)=0.5-0.05(=0.45)
z�P(0oZo-u)=0.45

であるから，P(0oZo1.64)=0.45より　
u=-1.64

よって，棄却域は

Zo-1.64　e�X-40
�6
o-1.64

e�Xo30.16

X=35は棄却域に含まれないので，p=10と
いう仮説は棄却されない．したがって，新し
い薬は副作用の発生する割合が低いとは判断
できない．
（注）　「副作用が発生する割合が低いといえる
か」とあるので po10を前提としてよい．

§８ ベクトル
119
⑴　正八角形A B C D E F G Hの中心をOとする
と
�a-�b=�A B-�A H=�H B

ここで，xA O B=xA O H= p
�4
より

xB O H=
p

�2

OJI
A

B

C

D

E

F

G

H

 a

 b

O B=O H=1より　H B=i2
よって　| a- b|=|�H B|=H B=i2
次に，B Hの中点を I，AIを 2 :1に外分する
点を Jとすると，|�a|=|�b|より

| a+ b|=|�A J|=2A I

=2(O A-O I)=2A1- 1

�i2 B
=2-i2




